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天然精油に含 まれ るゴキブ リ忌避物質 と関連化合物の忌避性

大　澤 　貫　寿
＊

Cockroach （Blattela　germanica 　L ．）Repellents　in　Essential　Oils

　　　 and 　Repellency　of 　Their　Related　Compounds

Kanjll　OHSAWA

　都市衛生害虫と して 衛生面か ら問題 とな っ て い るチ ャ バ ネゴ キブ リの 防除は大 きな課題

で ある。そ の駆除に は有機合成薬剤の 噴霧や トラ ッ プに よ る 方法に 頼 っ て お り，よ り安全

に効果的に防除す る の は難 しい 現状に ある。こ れ に対 し，生活環境内に積極的に ゴ キ ブリ

を寄せ つ け な い 物質，す な わ ち忌避物質を用 い て駆除す る 研 究 も行わ れ て き て い る 。
ゴ キ

ブ リの 忌避物質 と し て ，Deet（N ，　N −diethyl−’m −toluamide ）
レ 41

な ど多 く の合成薬剤が 報告

さ れ て い る が
， 実用性及 び安全性 の 面か ら問題 もある 。 稲塚 5−7

はハ ッ カや ス ペ ア ミン ト

の 精油 に 含ま れるテ ル ペ ン 化合物に 臭覚的忌避効果の ある こ とを報告 して い る 。

　著者 らは イ ン ドネ シア産 の 数種植物 の 精油 に 忌避 活性 を見 い だ し，そ れ ら に 含 まれ る忌

避成分 の精製 と単離 を試み た 。 さ らに そ れ らの 関連化合物の 忌避性 に つ い て も検定 した e

1． 供　試 　虫

　国立予防衛生研究所で累代飼育 して い た チ ャ バ

ネ ゴ キ ブ リ （Blattella　Germanica　L ．）を当研究室

で飼育 し た成虫を用 い た 。

2． 供 試 植 物

　イ ン ドネ シ ア産 ウ イ キ ョ ウ （Foenicutum　vuZ −

gare　G ．〉の果実 ， マ レーシ ア産 ウイ ン タ ーグ リー

ン （Gaugtheria　fragアantissima 　W ．） の 全 草 ， サ キ

シ マ ス オ
ー

（Uen
’
tiera　littoralis　Dry）お よ び ア フ

リ カ ン マ リ
ーゴー

ル ド （Tagetes　erecta　L ）の 茎

葉 を用 い た 。

3． 分　析 　法

1）　ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

　 島津製作所製 GC −7AG を用 い て 次の 条件で 分

析 した。

　 a ＞カ ラ ム ：ガ ラ ス カ ラ ム 径3．2mm ，長 さ 2m ，

充 填 剤 PEG −HT ， 10％ Uniport　 HP （60 〜
　80

mesh ）， キ ャ リ ア ーガ ス ：窒 素 ， 流速50ml／min ．

温度 ：60〜220℃ ，昇温 4 ℃／min ．

　 b ）カ ラム ：ガ ラ ス カ ラ ム径3．2mm ， 長 さ 2m
，

充 填 剤 Silicon　 OV −17， 10％ Chro 皿 Qsorb 　 W −

AW 　DMCS （60〜80mesh ＞， キャ リア ーガ ス ：窒

素，流速 50ml／min ．温度 ：60〜220℃，昇温 8 ℃

／min ，

2） GC −MS 分析

　島津製作所製 Auto　GC −MS −6020型 を用 い て 次

の 条件で 分析 し た 。

　 カ ラ ム ：ガ ラ ス カ ラ ム 径3．21nm ，長 さ 2 皿 ，充

1嗔剤 PEG −HT ，10％ Uniport　HP （60〜80mesh），

キャ リア
ーガ ス ；ヘ リウ ム

， 流速30ml／min ．温度

：60〜220℃ ， 昇温 4 ℃／min ，イオ ン 化 エ ネル ギー

：70eV ，加速電圧 ：3．5kV

3） NMR 分析

　 日本電子社製 JNM 　Fx −200で 重 ク ロ ロ フ t ル

ム 中で測定 した。

＊

東京農業大学総合研究所

4． 忌避試験法

　稲 塚 の 方法
6
嘘 改 良 し て 用 い た 。 試験管 （径

1．5cm
， 長 さ 20cm ）の 一端 に綿栓 を挿入 し

，
つ
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表 1　忌避性 の 評価基準

試験管の 対照側 に チ ャバ ネ
ゴ ギブ リが位置 した試験管の 数

評価

　 n ≧ 18

18＞ n ＞ 12

ユ2≧ n ＞ 0

十十

十

4 連 〔一連 4 本 の 試験管）で 5 回計20本 の 試験管内 で

の 反応

い で薬方紙で 覆 っ た ゴ ム栓 を した。も う一方の 端

か らチ ャバ ネ ゴ キブ リ 1頭 を入 れ た後 ， 他端 と同

様に綿栓と ゴ ム栓で蓋 を した 。 そ の ガ ラ ス 管を水

平 に 置 き ，

一方 の 端か ら 5cm ま で黒 い 厚紙 で 覆

い を し て ，シ ェ ル タ
ー

効果 をつ く り，照 明下 ユ 時

間放置す る 。 そ の 後覆 い を反 対の 側 に変え て
， 更

に 1時間放置す る。試料側とす る ゴ ム 栓を外 し，

試料を施用 し た 濾紙 デ ィ ス ク （東洋濾紙製 ， 径

1．Ocm ，厚 さ0、1mm ）を試験管内に 静置 した。も

う一方 の 端 に は ア セ トン の み を施用 した 濾紙デ ィ

ス クを静置 し対照側 と した。処理 した試験管を水

平に横倒 しに した状態に し，試料側 の ガ ラ ス 管の

側 5cm を黒 い 厚紙 で 覆 い 照明下 に 静置 し た 。 3

お よび 8 時間後の ガ ラ ス管内の ゴ キブ リの 位置を

記録 し，表 1に 従 い
，

一
濃度 4 連制で行 い ， 5 回

繰 り返 しの 値か ら 忌避効果を判定 した 。

5． 結果 と考察

1）　ウイキ ョ ウ精油中の 忌避 物質

　ウイキ ョ ウ の 新鮮な果実 を水蒸気蒸留 して 得た

精 油 を用 い た 。 忌避活性成分 の 単離精製は
，

ま ず

精油3．09 をヘ キサ ン ／ク ロ ル フ ォ ル ム 系溶媒系に

よ り， シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

（SCC ，ワ コ ー
ゲ ル 1209

， カ ラ ム サ イズ ：2×

25cm ）で 忌 避 成分 を分画 した。カ ラ ム 分画 に よ

り 50％ ク ロ ル フ ォ ル ム を含 有 ヘ キ サ ン 溶出部

（L8g ）に 強 い 忌避活性が認 め られ た 。 さ ら に

ヘ キサ ン と ク ロ ル フ ォ ル ム 溶媒系 を用 い て SCC
で再分画 した。強 い 忌避活性の 認 め られ た ク ロ ル

フ ォ ル ム 溶出部分 （1．Og ）をガ ス ク ロ マ トグ ラ

フ ィ
ー （GC ）で 分 画 し，忌避活性物質 を分取 し

た。忌 避活性成分 の 図 1 に 示 した GC −MS の ス

ペ ク ト ラ ム の 解裂様 式 と GC 上 の 保持時間か ら

活性成分 を trans−anethole と同定 した 。

2） マ レイシ ア ウイ ン ターグ リー
ン 精油中の

　　 忌避物質

　 マ レ イシ アウ イン タ
ー

グ リーン全茎葉を水蒸気

蒸留 し て 得た 精油 0，99 を ヘ キサ ン とク ロ ル フ ォ

ル ム 溶媒系を用 い て SCC で 分画 した 。 そ の 後 ，

各画分 を薄層 ク ロ マ トグラ フ ィ
ー （TLC ， 展 開

溶媒 ：ヘ キサ ン ／ク ロ ル フ ォ ル ム ＝1 ：1）で 展開

し，同 じよう な Rf 値 を示 し た フ ラ ク シ ョ ン ど う

しを混ぜ合わせ た後 ， 忌避試験に 供 した 。 忌避活

性 は ヘ キ サ ン の み で 溶出 し た画分 に認め られ た。

こ の 画分 を GC （条件 a ＞分取単離 した 。 忌避活

性 物質 は GC −MS の 分析か ら methyl 　salicylate

と 同定 した ．

3） サキシマ ス オ
ー
精油中の 忌避物質

　 サ キ シ マ ス オ
ーの 全葉 の 水蒸気蒸留物3．29 を

ヘ キサ ン／ク ロ ル フ ォ ル ム 系溶媒系を用 い て SCC
で 40画 分 に 分画 し た 。 そ れ ら各画分 を TLC （展

開溶媒 ：ヘ キサ ン ／ク ロ ル フ ォ ル ム ＝1 ：1）で 展

開 し ， 同 じよ う な Rf 値 を示 した フ ラ ク シ ョ ン を

混 ぜ合わ せ 5画分 と して 忌避活性 を調べ た。忌避

活性 は ヘ キサ ン の み で 溶 出 した画分 （O．6g）に

認 め ら れ た 。 こ の 画分 を GC で 分取 し、忌 避 物

質を単離 した 。 図 1 に示 した単離 し た物質の マ ス

ス ペ ク トラ ム か ら，忌避 活性物．質 を safrole と同

定 した 。

4） ア フ リカ ン マ リ
ーゴ ル ド精油中の 忌避物質

　 ア フ リカ ン マ リーゴ ル ドの 全 葉 の 水蒸気蒸留物

2．69 を ヘ キ サ ン ／エ ー
テ ル 系溶 媒系 を用 い て

SCC で 54画分 に分画 し た 。 そ れ ら各画分を TLC

（展開溶媒 ：ヘ キサ ン ノエ
ー

テ ル ＝ 1 ：1）で展 開

し
， 同 じよ うな Rf値 を示 した フ ラク シ ョ ン を混

ぜ 合わせ ，12画分 として 忌避活性 を調べ た 。 忌避

活 性 は 10％ エ
ー

テ ル 含 有 ヘ キ サ ン 溶 出画 分

（1．7g）に 認め ら れ た。さ ら に ， こ の 画分 を ヘ

キサ ン と エ
ー

テ ル溶媒系 を用 い て SCC で 18画分

に 分画 し た 。 忌避活性は 5 ％ エ ー
テ ル 含有 ヘ キサ

ン 部に 認 め ら れ た 。
こ の 画分 を TLC （ヘ キ サ ン

／ア セ トン ＝3 ：1）で 展 開 し、精製 し た 。 単離精

製物 を GC −MS に か け 図 1 に示 した マ ス ス ペ ク

トラ ム の 解裂様式と 保持時間よ り，忌避活性物質

を piperitone と同定 した 。

2

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

旧 ヨロ 5a 『n ga 1旧

1ヨo 1．s囗 1「1囗 巳9囗 卍t口 卍ヨa

ヨロ　　　　50　　　
「1口　　　　90　　　 11口　　　 1ヨロ　　　 15口　　　 1「1fi

図 1　 ア フ リカマ リーゴ ー
ル ド，サ キ シマ ス オーお よ び ウ イ キ ョ ウの 水 蒸気留 出物 か ら

　　 単離 し た物質 の マ ス ス ペ ク トラ ム

5）　 Trans−anethole ，
　 safrole ，

　 methyl 　salicylate

　　お よ び piperitoneの 忌避 性

　各精油か ら同定 した各化合物の チャ バ ネゴキブ

リに対する忌避性 を表 2 ， 化合物を図 2 に示 し た 。

まず trans−anethole は 500
，
250 μg で 8 時間の 間

強 い 忌避効 果 を示 した 。 ま た 皿 ethyl 　salicylate

も同様 に 500
，
250yg で 10時間忌避効果を示 した 。

safrole は200，100μg で 強 い 忌避 性 を示 し50μ g

3
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表 2 　ウ ・fキ ョ ウ ， サキ シマ ス オー，マ レ
ー

シ ア ウ イン ターグ リーン お よ び ア フ リカ ン マ リーゴール ドに

　　 含ま れ る チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ忌 避 物質の 忌 避 性

ヒイ 舎 物
用 量 （μ9／D 孟sc ）

500 250 ユ00 50

trans−Anethoie
Methyl 　sa 践cylate

SafroleP

三peritQne

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

ナ

→

＋

十

＋ ＋ ：強忌避性　　＋ ：弱 忌 避性　　一
：忌避性 な し

trans −Anet：hole 　　　Methyl　salicylate

OCH3

1
　 　 Oo

ゾ

OH

Safrole

　 　 　 0

。＿ ノ

Piperitone

 

ウイキョウ ？レ
ー
シアウインタ

ー
ク
．
リン サキシマスオー アプリ均ンマリーコ

．
ルト

，

図 2　ウ イキ ョ ウ ，
マ レーシ ア ウ イン ターグ リ

ー
ン

， サ キ シマ ス オ
ー

お よ び ア フ リ カ ン

　　 マ リ
ーゴー

ル ドの 水蒸気留出物 に 含 ま れ る チ ャ バ ネゴ キ ブ リ忌 避物質

で も忌避効果が認 め ら れ た 。 piperitoneは 200μg

で 強 い 忌 避性 を 100μg で も忌避性 が認め られ た。

こ れ ら化 合物 の ゴ キ ブ リ に 対 す る 忌 避 性の 強 さ

じよ，　　 safrole ，　　piperitone ，　　trans−anethole
，

methyl 　salicylate の 順位で あ っ た。

6）　 Trans−anethole ，　 safrole ，　 methyl 　 salicylate

　　お よび piperitone関連 化合物の 忌避性

　同定 した化合物と関連化合物に つ い て の 構造 と

忌避活性 に つ い て 相関性 を調 べ た 。表 3 に精油か

ら同定 した化合物 と類縁体 ， trans−anethole 関連

6 種， methyl 　salicylate 関連 5 種 ，
　 safrole 関連

7 種 お よび piperitone関連 3 種 に つ い て 忌避性

を調 べ た 。 Trans −anethole 関連化合物で は p
−’Al・

lyanitholeに 125μg で 忌避 性が認め られ， こ の 外

の 化合物 に は ほ と ん ど忌避性 は 認め られ なか っ

た 。 Methyl　 salicylate 関 連 化 合 物 で は ethyl

salicylate に 250 μg で 忌避性 が認め ら れ た 。外 の

化合物 に は 忌避性 は 認め られ なか っ た。Safrole

関連化合物 で は cis
一お よび trans −isosafrole共に

125 μ g で 共 に 忌 避 性 が 認 め ら れ た が
，

1，2−methylenedioxybenzene で は 忌避性 は 全 く

認 め ら れ な か っ た 。 Piperitone関連 化合物 で は

L −
（一＞carbone が 125 μg で piperitoneと 同程度

の 忌避性 を示 し た 。

　稲塚
7）は 日本産 ハ ッ カ や ス ペ ア ーミ ン ト精油 か

ら同定 した忌避性 を示す テ ル ペ ン 化合物の 忌避活

性を示す ため の条件は，シク ロ ヘ キサ ン 環 の 4 位

の イソ プ ロ ピル基，イ ソ プロ ペ ニ ル基 と環内 2 重

結合の 立体配置 とそ の 位置が大 き く関与 して い る

と考察 して い る 。 忌避活性 の 強か っ た safrole 関

連化合物 7種か ら ， メ チ レ ン ジオキ シとア リル 基

の 必要性が ， さ ら に 側鎖 プロ ペ ニ ル 基 の 二 重結合

は 忌避活性の 発現 に 必 要だが，そ の 位置 は 忌避性

に 影 響 を 与 え な い こ と が示 唆 さ れ た 。 Trans一

4
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表 3　trans−Anethole、　 Safrole、　 methyl 　 salicylate お よ び Piperitone関連化合物 の チ ャ バ ネゴ キプ リに対す る 忌避性

化 合 物
用 量　〔μ9／Disc）

500 250 ユ25 50

AnisoleP
−Propylanisole

♪
−Al！y！anisole

dS−Anethole

m
−
cis
−Propenylanisole

P−ISObUtenylaniSOIe

Methyl　benzoate

Ethyl　salicylate

rPropyl 　salicylate

n
−Butyl　salicylate

Isobutyl　salicylate
Allylbe皿 zene

l，2−Methylenedioxybenzene

3，4−Methylenedioxy −1−propylbenzene

dS−lsosaflole

trans−lsosafrole
Eugenol

Methyleugenol

（十 ）
−Pulegone

L（一）−Carvone

（十 〉−Dihydrocarvone

十

十

十　

十

十

十

十

骨

・

十 十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

∴

＋ ＋　 強忌避性　　＋ ：弱忌避性 忌避性 な し

一anethole 関 連化合物 と safrole 関連化合物で の

か 位プロ ペ ニ ル 基の構造 と忌避性との 関係が似て

い る こ とか ら ，
こ れ らは ゴ キ ブリの 触覚 の 化 学受

容器に 対 し同一受容部位に作用 し ， 忌避活性 が発

現 して い る と推察 され る 。
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